
まちの人口（平成２３年９月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,362 人（7）　男 8,929 人（0）　女 9,433 人（7）　世帯数 6,943 世帯（12）　※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

2011 年 9 月号 № 66

福島や新潟に甚大な被害をもたらした 7.29 豪雨

災害。本町でも大きな被害があちこちで発生。

写真は土石流で流された国道 352 号（小立岩地内）

7.29 豪雨災害
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７
月
29
日
、
福
島
県
と
新
潟

県
に
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
降

り
、
各
地
で
観
測
史
上
最
大
の

雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
死
者

16
人
を
出
し
た
７
年
前
の
「
平

成
16
年
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
を

上
回
る
雨
量
で
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
伊
南
地
域
な
ど
各

地
で
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
が
発

生
。
国
道
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

寸
断
さ
れ
、
国
道
４
０
１
号
の

浜
野
～
内
川
間
で
43
名
、
国
道

３
５
２
号
の
内
川
～
大
原
間
で

４
名
が
一
時
路
上
で
孤
立
し
ま

し
た
。
翌
朝
、
浜
野
～
内
川
間

で
孤
立
し
た
43
名
は
、
自
衛
隊

や
消
防
署
員
、
消
防
団
員
ら
に

誘
導
さ
れ
て
歩
い
て
自
力
で
脱

出
。
内
川
～
大
原
間
で
孤
立
し

た
４
名
は
防
災
ヘ
リ
で
救
助
さ

れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
道
路
が
流
さ
れ

る
な
ど
し
て
国
道
３
５
２
号
が

寸
断
さ
れ
、
大
原
、
小
立
岩
、

大
桃
の
各
集
落
が
孤
立
状
態
に

な
っ
た
ほ
か
、
土
石
流
に
よ
り

建
物
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
住
宅

　

土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
数
箇

所
で
電
線
や
電
話
回
線
、
光
ケ

ー
ブ
ル
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
多

く
の
住
民
が
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
で
は
、
内
川
地
区

で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
と
土
石

流
に
よ
り
電
線
が
寸
断
さ
れ
、

大
原
、
小
立
岩
、
大
桃
地
区
が

停
電
に
な
っ
た
ほ
か
、
電
話
回

線
な
ど
も
寸
断
さ
れ
、
電
話
が

不
通
と
な
っ
た
ほ
か
テ
レ
ビ
も

視
聴
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

舘
岩
地
域
で
は
、
全
域
で
固

定
電
話
お
よ
び
携
帯
電
話
が
不

通
と
な
っ
た
ほ
か
、
宮
里
地
内

で
発
生
し
た
土
石
流
で
テ
レ
ビ

の
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
、
木

賊
、
川
衣
地
区
な
ど
の
一
部
地

　

降
り
続
く
雨
で
伊
南
川
の
水

位
が
上
昇
し
、
氾
濫
危
険
水
位

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
浜
野
地

区
（
28
世
帯
、
83
人
）
に
避
難

指
示
が
出
さ
れ
、
地
区
住
民
が

伊
南
会
館
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
南
川
の
氾
濫
の
恐

れ
が
あ
っ
た
上
山
口
地
区
や
伊

南
川
の
増
水
に
よ
り
町
屋
沢
川

の
水
位
が
上
昇
し
た
台
板
橋
地

区
の
一
部
に
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
、
住
民
の
一
部
が
南
郷
総
合

セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

地
区
住
民
か
ら
「
山
で
変
な

音
が
す
る
」
と
の
連
絡
を
受
け

た
内
川
地
区
に
は
、
土
石
流
の

危
険
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、
避

難
勧
告
を
出
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
同
地
区
で
商
店

を
営
む
菅
家
弘
子
さ
ん
は
、
防

　

今
回
の
豪
雨
災
害
後
、
よ
く

耳
に
し
た
の
は
「
ま
さ
か
自
分

た
ち
が
災
害
に
遭
う
と
は･･･

」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
も
直
接
的
な
被
害
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ど
こ
か
他
人
事
だ
っ

た
と
こ
ろ
に
発
生
し
た
今
回
の

災
害
。

　

近
年
は
、
世
界
中
で
異
常
気

象
と
い
わ
れ
る
現
象
が
頻
繁
に

見
ら
れ
、
い
つ
、
い
か
な
る
災

害
に
遭
遇
す
る
の
か
ま
っ
た
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
が
発
生
し
、
迅
速
に
避

難
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、
も
う
一

度
、避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
、

非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

本
町
を
襲
っ
た

 

記
録
的
な
集
中
豪
雨

電
気
や
電
話
な
ど
の

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断

１
７
３
人
に

 

避
難
指
示
・
勧
告

日
ご
ろ
か
ら
の

 

災
害
へ
の
備
え

７
・
29
豪
雨
災
害

災
無
線
か
ら
流
れ
る
避
難
勧
告

を
受
け
、
近
く
の
親
戚
宅
に
避

難
。
少
し
遅
れ
て
だ
ん
な
さ
ん

が
避
難
を
終
え
て
し
ば
ら
く
す

る
と
、
地
鳴
り
の
よ
う
な
轟
音

と
と
も
に
鉄
砲
水
と
土
石
流
が

菅
家
さ
ん
宅
を
襲
っ
た
そ
う
で

す
。

７
・
29
豪
雨
災
害

や
農
地
に
大
量
の
土
砂
や
大
き

な
石
が
流
れ
込
む
な
ど
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

７
・
29
豪
雨
。

　

自
然
の
猛
威
の
す
さ
ま
じ
さ

を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

域
で
テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
泉
田
地
区
も
只
見

で
発
生
し
た
土
石
流
に
よ
り
回

線
が
切
断
さ
れ
固
定
電
話
が
不

通
と
な
り
ま
し
た
。

区　分 件数

住宅

全　壊 ２
半　壊 ３
一部損壊 １

床上浸水(土砂流入) ７
床下浸水(土砂流入) 10

非住宅
(車庫等)

全　壊 ６
半　壊 ７
一部損壊 １

床上浸水(土砂流入) ６
床下浸水(土砂流入) 23

区　分 被害状況 件数
国･県道 土石流や土砂崩れ等による通行止 12箇所
町道 路肩決壊や土砂流入など 49箇所
林道 路肩決壊や法面崩落など 46路線
農地等 農地や水路などへの土砂流入など 92箇所
電気 大原､小立岩､大桃地区で停電 －
一般電話
携帯電話

ケーブル切断により舘岩地域全域お
よび伊南地域の一部で不通 －

テレビ ケーブル切断により舘岩地域の一部
および伊南地域の一部で視聴不可 －

水道 橋に共架した水道管が破損し大原地
区が断水 １地区

豪雨災害による本町の主な被害状況（災害直後）

写真：土石流により甚大な被害を受けた家屋や農地。人的な被害がなかったことが信じられないほどの惨状だった
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国
道
３
５
２
号
は
、
土
石
流

や
河
川
の
増
水
に
よ
り
数
箇
所

で
道
路
が
流
出
し
て
し
ま
っ
た

ほ
か
、
大
量
の
土
砂
や
大
き
な

石
、
山
か
ら
流
れ
出
た
大
量
の

流
木
が
堆
積
し
、
あ
ち
こ
ち
で

道
路
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
４
０
１
号
も
土
砂
崩
れ

や
土
石
流
が
発
生
し
、
深
い
と

こ
ろ
で
は
４
ｍ
を
超
え
る
土
砂

が
堆
積
す
る
な
ど
、
数
箇
所
で

大
量
の
土
砂
や
流
木
が
道
路
を

塞
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
建
設

業
者
が
早
期
復
旧
に
向
け
パ
ワ

ー
を
発
揮
。
小
立
岩
地
区
の
住

民
に
よ
る
と
、
国
道
が
流
出
し

た
大
久
保
橋
付
近
の
復
旧
作
業

を
し
た
業
者
は
、
夜
通
し
で
重

機
を
稼
動
さ
せ
驚
く
ほ
ど
の
速

さ
で
仮
復
旧
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、電
柱
な
ど
が
流
さ
れ
、

あ
ち
こ
ち
で
電
線
や
電
話
線
が

切
断
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
中
、
何
と
か
復
旧
さ

せ
た
い
と
人
力
で
ケ
ー
ブ
ル
を

張
っ
て
い
た
作
業
員
の
懸
命
さ

が
印
象
的
で
し
た
。

　

避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
浜

野
地
区
で
は
、
区
長
や
区
長

代
理
な
ど
区
の
役
員
が
中
心

と
な
っ
て
高
齢
者
世
帯
な
ど

へ
の
声
か
け
を
行
い
、
車
の

運
転
が
で
き
な
い
人
も
乗
り

合
わ
せ
で
伊
南
会
館
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

浜
野
地
区
に
避
難
指
示
が

出
さ
れ
た
際
、
消
防
団
が
招

集
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地
区

に
消
防
団
員
は
不
在
。
区
の

役
員
を
中
心
に
手
分
け
し
て

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
声
を
か

け
て
回
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
自
分
で
自
分
の

身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
隣
近
所
な
ど
地
域
み
ん

な
で
助
け
合
う
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

鈴
木
敏
範
区
長
は
「
今
後

も
地
区
内
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
災
害
か
ら
地
域
住

民
を
守
れ
る
よ
う
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
防
災

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
大

量
の
土
砂
が
建
物
の
中
や
農

地
、
水
路
な
ど
に
流
れ
込
み

ま
し
た
。
家
の
中
や
水
路
な

ど
は
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な

ど
の
重
機
に
よ
る
土
砂
撤
去

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
町

消
防
団
や
町
職
員
ら
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
土
砂
な
ど
の
撤

去
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
で
は
、
８
月
６

日
、
７
日
の
両
日
、
南
会
津

町
消
防
団
伊
南
支
団
、
田
島

支
団
、
南
郷
支
団
の
団
員
や

町
職
員
ら
延
べ
２
１
６
人
が

参
加
し
、
地
区
住
民
ら
と
と

も
に
家
の
中
や
水
路
な
ど
に

流
れ
込
ん
だ
土
砂
の
撤
去
活

みんなの　　で早期に復旧発揮されたコミュニティの 力
ち か ら

力
ち か ら

早
期
復
旧
の
た
め

 

徹
夜
の
復
旧
作
業
も

声
を
か
け
合
い

 

乗
り
合
い
で
避
難

東副大臣や佐藤県知事らが被災地視察

避難マニュアル策定のススメ

町
消
防
団
ら
が

 

復
旧
支
援
活
動

写真上：災害直後の国道３５２号と４０１号。大量の土砂が堆積したり道路が流されたり大きな爪跡を残した
写真下：復旧作業後の様子。懸命な復旧作業により早期に道路が仮復旧し、上流の集落の孤立は解消された（すべて内川地内）

土石流により流されてしまった小立岩地内の
国道３５２号（表紙写真）も仮復旧し、町内
の国 ･県道の通行止めはすべて解除され、小
立岩、大桃地区の孤立は解消された

内川地内で土砂撤去作業を行う消防団員

たのせ地内で復旧作業を行う消防団員ら現地視察に訪れた東副大臣、佐藤県知事、渡部衆議院議員 (左から )

動
を
行
い
ま
し
た
。
自
宅
に

大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ

菅
家
章
夫
さ
ん
（
内
川
）
は

「
重
機
も
使
え
ず
自
分
た
ち
だ

け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
多
く
の
消
防

団
員
に
助
け
て
も
ら
い
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
感

謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

舘
岩
地
域
で
は
、
８
月
７

日
、
舘
岩
支
団
が
地
区
住
民

ら
と
と
も
に
た
の
せ
地
区
の

水
路
の
土
砂
撤
去
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
水
路
は
、
消
防

水
利
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

水
路
で
あ
り
、
ま
た
、
再
度
大

雨
が
降
る
と
２
次
災
害
の
恐

れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
団

員
ら
は
早
期
復
旧
の
た
め
懸

命
に
土
砂
の
撤
去
作
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

力力

　８月２日、東祥三内閣府副大臣をはじめとする政府の
視察団２７名が町内の被災現場を訪れ、大宅町長が被害
状況を報告しました。東副大臣は「早期に復旧できるよ
う国も支援する」と約束されました。また、同日夕方に
は佐藤雄平知事も本町を訪れ、町長室で大宅町長から被
害状況の説明を受けた後、被災現場を確認。土砂撤去な
どの復旧作業にあたっていた被災者を励まされました。
　８月１０日には、渡部恒三衆議院議員も被災地を訪問。
被災状況を確認し、被災者を励まされました。

　７月の新潟・福島豪雨で大きな被害があ
った伊南地域では、今後の台風等による大
雨で再度土砂災害が発生する危険性の高い
地区を中心に、地区ごとの「土砂災害警戒
避難マニュアル」を策定しました。
　このマニュアルは、今回の被災を教訓と
して、今後、災害が発生するおそれがある
場合、早期に避難できるよう、自主避難の

判断基準がまとめられているほか、地区の
住民がすばやく避難できるよう、情報連絡
網や災害弱者（要援護者）への支援手順な
どがまとめられています。
　災害発生時、最も大切なのはすばやく安
全な場所に避難することです。地区住民が
迅速に避難できるよう、地区の避難マニュ
アルを策定しておきましょう。

　

大
原
地
区
で
は
、
こ
れ
ま

で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
轟
音
を
立
て
て
流
れ
る
川

に
危
険
を
感
じ
た
住
民
が
、

避
難
す
る
の
に
時
間
が
か
か

る
高
齢
者
な
ど
に
声
を
か
け

て
、
み
ん
な
で
神
社
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

大
原
地
区
は
、
上
流
も
下

流
も
国
道
が
土
石
流
で
寸
断

さ
れ
、
孤
立
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
地
区
内
で
最

も
安
全
だ
と
思
わ
れ
る
少
し

高
台
に
あ
る
神
社
に
避
難
し

た
そ
う
で
す
。

　

同
地
区
は
昭
和
56
年
の
豪

雨
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受

け
、
今
回
は
そ
の
経
験
を
活

か
し
て
早
期
に
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
地

域
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
す

ば
や
く
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
た
め
に
も
、
普
段
か
ら

地
区
内
の
つ
な
が
り
を
築
い

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

声
を
か
け
合
っ
て

 

神
社
へ
避
難
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平
成
23
年
度　

　

南
会
津
町
成
人
式

　

平
成
23
年
度
南
会
津
町
成
人
式
が
、
８

月
15
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
新
成
人
２
３
６
人
が
晴
れ
の
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
大
宅
町
長
が
、
新
成
人
代
表
の

齋
藤
大
也
さ
ん
に
成
人
証
書
を
、
同
じ
く
新

成
人
代
表
の
熊
谷
美
穂
さ
ん
に
記
念
品
を
授

与
し
、「
周
囲
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、

た
く
ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
し
い
発
想
力

で
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
芳
賀
沼
順
一
町
議
会
議
長
、
渡

部
恒
三
衆
議
院
議
員
、
渡
部
勝
博
県
議
会
議

員
、
恩
師
代
表
の
長
岩
正
浩
先
生
か
ら
お
祝

い
の
こ
と
ば
が
送
ら
れ
、
最
後
に
新
成
人

を
代
表
し
て
二
宮
佑
太
さ
ん
が
「
こ
れ
か

ら
歩
む
道
は
長
く
厳
し
い
道
に
な
る
と
思

う
が
、感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
胸
に
新
た
な

人
生
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
」
と
は
た

ち
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
式
は
終
わ
り
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
は
、
新
成
人
の
中
学
校
時
代

の
映
像
が
流
れ
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

田島地区の新成人

成人式に臨む新成人

はたちのことばを述べる二宮佑太さん

成人おめでとうございます成人おめでとうございます

新成人が
たな門出晴れの門出を迎えた新成人からひと言

大好きな南会津に恩返しできるよう、しっかりした大人になりたいです。（阿久津舞さん・後列中央）

大人としての自覚を持ち、社会の一員としてしっかりがんばりたいです。（森島あす香さん・後列中央）

お世話になった地域の方々への感謝の気持ちを忘れず、立派な社会人になりたいです。（平野紗理さん・前列左端）

社会に貢献できる人になりたいです。（猪股優介さん・左）

充実した大学生生活を送り、将来南会津に貢献できるようがんばりたいです。（菅家裕貴さん・後列左端）

２

２

３

３

４

４

５

５

１

１

伊南地区の新成人

荒海地区の新成人 南郷地区の新成人

舘岩地区の新成人 檜沢地区の新成人
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協定書の調印を終え握手を交わす小松社長、
大宅町長、広岡常務(左から）

関係者によるテープカット

受章を喜ぶ平野さんご家族

活躍を誓い大宅町長と握手する村上くん

■７月２７日

　町と町内に工場のある㈱金門会津、金門会津の親会社の
㈱山武（東京都）の３者は、南郷地域のひめさゆりを保護
する「ひめさゆり環境保護活動協定書」を締結し、協力し
ながらひめさゆりの保全活動などを行っていきます。
　具体的には、ひめさゆりが群生している南郷スキー場へ
のひめさゆりの植栽やひめさゆりの群生地として有名な高
清水自然公園の木道整備などを行っていきます。
　また、両社の社員や家族を対象とした環境学習活動も計
画されています。
　役場で行われた協定書締結式では、大宅町長と金門会津
の小松剛社長、山武の広岡正執行役員常務が協定書に調印
して握手を交わし、「南会津のすばらしい自然を後世に残
していきたい」など決意を述べられました。

■８月８日

　今春の叙勲で瑞宝単光章を受章された元伊南村消防団分
団長の平野学さん（大原）への叙勲伝達が、平野さんが入
院している会津若松市の病院で行われ、大宅町長から勲記
と勲章が伝達されました。
　平野さんは昭和３２年に入団されて以来、３８年間旧伊
南村消防団で精力的に活動され、その間副分団長や指導分
団長としてもご活躍されました。今回は長きに渡る消防団
活動の功績が認められての受章となりました。

■８月２３日

　地場産品の販路拡大や地域内交流の推進などを目的とし
て、宮本地区に建設されたまちの駅「南会津ふるさと物産
館」が本格オープンし、開所式が行われました。
　南会津産の新鮮な野菜の直売のほか、情報発信の拠点施
設として観光情報をはじめとする南会津のさまざまな情報
の発信などを行い、観光客や地域住民の交流拠点として地
域に賑わいを創出することを目指します。
　トマトやアスパラ、ネギなどの新鮮な野菜や加工品など
を購入できますので、ぜひご利用ください。

■８月２４日

　８月２８日に大阪市中央体育館（大阪府）で開催される
『第８回全国小学生学年別柔道大会（６年生男子50kg超級）』
に県の代表として出場する村上朋也くん（荒海小６年・川
島）が来庁し、「県の代表として精一杯がんばってきます」
と全国大会に向けての意気込みを町長に報告しました。
　全国大会は、各種別４８名（各都道府県の代表１名。開
催地は２名）が出場して優勝を争います。村上くんは７月
に行われた福島県予選会で、これまでずっと勝てなかった
ライバルを破って見事優勝。全国大会の切符を手にしまし
た。村上くんは週２回のスポ少での練習のほか、土・日は
強豪の喜多方三中の練習に参加するなど、強くなるために
人一倍努力したそうです。

ひめさゆり環境保護活動協定書締結

まちの駅『南会津ふるさと物産館』オープン

平野さん瑞宝単光章受章

村上くん『全国小学生学年別柔道大会』出場報告

百歳賀寿を迎えられた杉原さん

百歳賀寿を迎えられた斎藤さん

全国大会で３位に入賞した五十嵐くん

杉原トヨさん 百歳賀寿

齋藤マサミさん 百歳賀寿

五十嵐くん『全国少年少女レスリング選手権大会』第３位

■８月１日

　８月１日に百歳となられた杉原トヨさん（西町）への賀
寿贈呈式が、同日、自宅で行われました。
　近内保二南会津保健福祉事務所長から賀寿状と記念品の
木杯の伝達が行われた後、渡部龍一副町長から賀寿状と祝
い金が手渡されました。その後、孫の杉原洋平さんから花
束が贈られました。
　トヨさんは今でも３度の食事をきちんと摂っており、ご
家族によるとそのことが長寿の一番の秘訣ではないかとの
ことでした。

■８月１０日

　８月１日に百歳となられた斎藤マサミさん（白沢）への
賀寿贈呈式が、特別養護老人ホーム伊南ホームで行われま
した。
　近内保二南会津保健福祉事務所長から賀寿状と記念品の
木杯の伝達が行われた後、酒井直伸伊南総合支所長から賀
寿状と祝い金が手渡されました。その後、ひ孫さんの矢沢
魁
か い り

吏くんや伊南ホームの職員から花束が贈られました。
　マサミさんは食事に好き嫌いがないそうで、それが長寿
の秘訣だそうです。

■７月３１日

　７月２９～３１日に新潟市東総合スポーツセンター（新
潟県）で開催された『第２８回全国少年少女レスリング選
手権大会（２年生26kg級）』に出場した五十嵐開

か い

くん（荒
海小２年・滝原）が見事に３位に入賞しました。
　五十嵐くんは「３位になれてうれしかったけど、ちょっ
とくやしかった。もっといっぱい練習して全国大会で優勝
したい」と語ってくれました。また、「お父さんよりも強
くなりたい」と昨年の国体で３位に入賞した父・大介さん
を目標にがんばっています。
　五十嵐くんが所属する田島チビッ子レスリングクラブは
１９９１年の創部以来、全国チャンピオンをはじめ、全国
大会で活躍する選手を多数輩出している名門クラブで、先
輩に追いつけ追い越せでがんばる五十嵐くんのさらなる活
躍が期待されます。
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費
を
含
め
、
出
荷
や
販
売
、
譲
渡
、
贈
答
を

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
調
査
日
（
予
備
調
査
、
本
調
査
）

　

平
成
23
年
９
月
上
旬
～
９
月
下
旬

■
調
査
箇
所

①
予
備
調
査
（
収
穫
前
）
町
内
５
地
点

　
（
田
島
、
荒
海
、
舘
岩
、
伊
南
、
南
郷
の
各

　

１
地
点
）

②
本
調
査
（
収
穫
後
）
町
内
16
地
点

　
（
田
島
、
桧
沢
、
荒
海
、
舘
岩
、
伊
南
、
大
川
、

　

大
宮
、
富
田
の
各
２
地
点
）

■
そ
の
他

※
収
穫
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
実
施
し
て

　

い
た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
収
穫
後
は
農
家
自
身
が
保
管
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保
管
場
所
が
な

　

い
場
合
、
Ｊ
Ａ
や
集
荷
業
者
等
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
出
荷
規
制
解
除
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
広

　

報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

南
会
津
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
経

　

営
支
援
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
６
４

　

Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
営
農
部
営
農
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
７
４

　

南
会
津
町
役
場
農
林
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
南
会

津
会
で
は
、
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①
栄
養
士　
　

若
干
名

②
介
護
職
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

■
職
務
内
容

①
栄
養
士

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
の
作
成
や

　

調
理
方
法
の
改
善
な
ど
、
利
用
者
の
栄
養

　

指
導
並
び
に
給
食
等
の
業
務
に
従
事
し
ま

　

す
。

②
介
護
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
利
用
者
の

　

食
事
・
入
浴
・
排
せ
つ
介
護
な
ど
の
業
務

　

に
従
事
し
ま
す
。

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
法
の
日
を
記

念
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
10
月
１
日
（
土
）

か
ら
８
日
（
土
）
ま
で
の
間
に
、
登
記
や
供

託
の
手
続
き
、
訴
訟
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・

贈
与
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
や
多
重
債

務
問
題
、
成
年
後
見
、
そ
の
他
裁
判
手
続
き

に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

南
会
津
会
場
以
外
の
相
談
会
の
日
時
や
場

所
の
ほ
か
、
相
談
会
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て

は
、
県
司
法
書
士
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
南
会
津
会
場

　

10
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　

23
年
産
米
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

南
会
津
町
内
で
も
米
の
放
射
性
物
質
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
方
々
に
安
全
な
米
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、
検
査
結
果
が
判
明
し
、
町
内
産

米
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
自
家
消

福
島
県
弁
護
士
会
で
は
、県
内
６
会
場
で『「
法

の
日
」
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談
会
』
を
開

催
し
ま
す
。

　

相
談
会
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
福
島

家
庭
裁
判
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
時
間
は
６
回
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

福
島
家
庭
裁
判
所

　

０
２
４
（
５
３
４
）
６
１
８
６

　

県
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
平
成
23
年

度
自
動
車
税
の
課
税
を
延
期
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
原
子
力
災
害
区
域
に
係
る
一
部
市
町

村
（
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達
郡
川
俣
町
、

双
葉
郡
８
町
村
、
相
馬
郡
飯
舘
村
）
を
除
き
、

次
の
日
程
で
課
税
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
期
限
前
に
車
検
有
効
期
間
が
満

了
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

の
納
税
証
明
書
（
平
成
23
年
10
月
30
日
ま
で

有
効
）
で
車
検
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
納
期
限

　
平
成
23
年
10
月
31
日
（
月
）

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

『
法
ま
も
る 

心
が
築
く 

よ
い
社
会
』

　

 

　

10
月
１
日
～
７
日
は
法
の
日
週
間

　

10
月
１
日
は
、
国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
確
立
の
精

神
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

た
「
法
の
日
」
で
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
一
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
、
法

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
地
方
裁
判
所
、
福
島
家
庭
裁
判
所
、

℡

※
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

　

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

■
試
験
の
方
法
・
日
程
・
場
所

■
第
１
次
試
験

　

一
般
教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒
程
度
）

　

平
成
23
年
10
月
30
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

■
第
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

　

平
成
23
年
11
月
27
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館

■
試
験
結
果
の
発
表

　

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月

　

上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写

　

真
を
貼
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

本
部
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
本
部
事
務
局

　

ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
に

　

よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
）

■
申
込
受
付
期
間

　

平
成
23
年
９
月
12
日
（
月
）
～
平
成
22
年
10

　

月
14
日
（
金
）

※
郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
平
成
22

　
年
10
月
12
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る

　

も
の

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
１
８

　

７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
県
税
の
緩
和
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期
し
て

お
り
ま
し
た
個
人
事
業
税
の
課
税
時
期
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
７
月
の
新
潟･

福
島
豪
雨
で
被
害
を
受
け
ら

　

れ
た
方
へ
の
県
税
の
緩
和
措
置
に
つ
い
て

　

災
害
に
よ
る
病
気
や
け
が
に
よ
り
納
期
限

　

ま
で
に
自
主
納
付
が
で
き
な
い
場
合
や
災

　

害
に
よ
り
財
産
に
被
害
を
受
け
税
金
を
一

　

括
し
て
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
県
税
の

　

緩
和
措
置
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
左
記
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
被
災
自
動
車
に
つ
い
て

　

水
害
に
よ
っ
て
自
動
車
が
被
災
さ
れ
た
方

　

は
、
場
合
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ

　

さ
い
。

■
平
成
23
年
度
の
個
人
事
業
税
の
課
税
に
つ

　

い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期
し
て
お
り
ま

　

し
た
平
成
23
年
度
の
個
人
事
業
税
に
つ
き

　

ま
し
て
は
、
平
成
23
年
12
月
と
平
成
24
年

　

２
月
の
２
回
に
分
け
て
納
付
い
た
だ
く
予

　

定
で
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承

　

知
願
い
ま
す
。

　
福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
２
・
５
２
１
３

　
０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
９

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
介
護
老
人

　

保
健
施
設
で
の
勤
務
は
交
代
制
勤
務
と
な

　

り
、
夜
勤
が
あ
り
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

年
齢
・
学
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
各

　

項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

①
南
会
津
郡
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
採

　

用
後
南
会
津
郡
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
確

　

実
な
者

②
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
ま
た
は
、

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

　

の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

・
栄
養
士

　

栄
養
士
法
に
定
め
る
栄
養
士
免
許
取
得
者

・
介
護
職
員

　

介
護
福
祉
士
（
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を

　

平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
資
格
取

　

得
見
込
者
を
含
む
）、
ま
た
は
社
会
福
祉
士
、

　

介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か

　

の
資
格
取
得
者

県
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　
職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
自
動
車
税

　
　
　
　
　
定
期
課
税
の
お
知
ら
せ

米
の
放
射
性
物
質
調
査
に
伴
う

　
米
の
出
荷
規
制
等
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
「
法
の
日
」
週
間
記
念

　
無
料
法
律
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

℡

場 場 場

℡℡℡

℡

℡

℡

℡

問

日 日 日内 内申

問問問 Ｆ

問

問

問

問

開催地 開催日 場　　所 問合せ先

福島市 １０月５日 ( 水 ) 福島市山下町４－２４
福島県弁護士会館 024-536-2710

相馬市 １０月３日 ( 月 )
相馬市中村字桜ヶ丘５６－１
ＴＫウェルネス桜ヶ丘101号
相馬法律相談センター

0244-36-4789

郡山市 ９月３０日 ( 金 ) 郡山市堂前町２５－２３
郡山法律相談センター 024-936-4515

白河市 １０月５日 ( 水 ) 白河市郭内146　福島地方･家庭裁判所
白河支部構内弁護士待合室 0248-22-3381

会津若松市 ９月３０日 ( 金 ) 会津若松市追手町6-6　福島地方･家庭
裁判所会津若松支部構内弁護士待合室 0242-27-0264

いわき市 １０月７日 ( 金 ) いわき市平字八幡小路41　福島地方･家
庭裁判所いわき支部構内弁護士待合室 0246-22-1320



平成 23 年 9 月号　広報みなみあいづ

1213

広報みなみあいづ　平成 23 年 9 月号

◆提供会員　子どもを預かってくれる方
　（応援隊の講習会を受講していただきます。）
◆両方会員　利用・提供の両方を兼ねる方
◆ボランティア会員　
　　幼稚園送迎バスの添乗等（舘岩の場合）
◆賛助会員　応援隊の活動に賛同される方

≪会　費≫

■提供会員　
　町民 年 500 円 / 町民外 年 1,000 円
■利用・提供会員　
　町民 年 1,200 円 / 町民外年 1,500 円
■賛助会員　
　個人１口 500 円 / 団体１口 1,000 円
■ボランティア会員　年 200 円

◆最初の援助時間が１時間に満たない時は、　
　１時間の料金とし、その後は 30 分に満た
　ない場合でも、30 分単位で規定料金の半
　額を加算する。
◆援助依頼の取消し料金
　○前日までの取消しの場合　　無　料
　○当日取消しの場合　　　1 時間分の料金
　○無断取消しの場合　　　　　全　額
◆子どものおやつ（ミルク等）やオムツは
　利用会員が用意する。
◆交通費は、町準公用車利用料金規定に準
　じて支払います。

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、
両
者
ま
た
は

　

片
方
が
福
島
県
内
（
郡
山
市
、
い
わ
き
市

　

を
除
く
）
に
住
所
を
有
す
る
方

②
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
が
７
３
０
万
円
未

　

満
の
方

③
福
島
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て

　

不
妊
治
療
を
受
け
た
方

■
対
象
と
な
る
治
療

　

保
険
診
療
の
適
用
と
な
ら
な
い
体
外
受
精
、

　

顕
微
授
精
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
の
内
容

①
治
療
１
回
に
つ
き
15
万
円
を
限
度
に
、
初

　

年
度
は
年
3
回
ま
で
、
2
年
目
以
降
は
年

　

２
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

②
助
成
期
間
は
、
通
算
5
年
を
限
度
と
し
ま

　

す
。（
隔
年
で
も
連
続
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

③
助
成
回
数
は
、
通
算
10
回
を
限
度
と
し
ま

　

す
。

　

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
住
所
地

　

を
管
轄
す
る
保
健
福
祉
事
務
所
（
南
会
津

　

町
は
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
）
に
必
要

　

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
各
保
健
福
祉
事
務

　

所
と
指
定
医
療
機
関
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
特
定
不
妊
治
療
助
成
の
詳
細
や
、
不
妊
に

　

つ
い
て
悩
ん
で
い
た
り
困
っ
た
こ
と
が
あ

　

る
場
合
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

医
療
薬
事
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
６

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
駐
車
場
～
国
道
１
２
１

　

号
～
南
会
津
警
察
署

※
雨
天
の
場
合
は
、健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
（
び

　

わ
の
か
げ
総
合
運
動
公
園
内
）
で
実
施
し

　

ま
す
。

　

本
庁
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

10
月
19
日
（
水
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

県
で
は
、
不
妊
治
療
を
行
う
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
有
効
に
用
い

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

labour-rc@pref.fukushim
a.jp

　　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
る
の
に
伴
い
、
運
動
の
一
環
と
し
て
田

島
小
学
校
、
田
島
保
育
園
の
鼓
笛
隊
に
よ
る

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。　

《
秋
の
交
通
安
全
運
動
》

■
運
動
期
間

　

平
成
23
年
９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
夕
暮
れ
は 

早
め
の
ラ
イ
ト
に 
反
射
材
」

■
運
動
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　

用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
及

　

び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
田
島
地
域
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
》

　

平
成
23
年
９
月
22
日
（
木
）

　

午
前
９
時
40
分
か
ら

　

県
と
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
職

場
の
中
で
起
き
て
い
る
賃
金
や
労
働
条
件
を

め
ぐ
る
労
使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
出

張
相
談
と
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
左
記
の

出
張
相
談
や
電
話
相
談
以
外
で
も
、
来
所
、

電
話
、
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
出
張
相
談

■
会
津
地
方
振
興
局
管
内

　

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

会
津
若
松
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
県
中
地
方
振
興
局
管
内

　

平
成
23
年
10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

■
い
わ
き
地
方
振
興
局
管
内

　

平
成
23
年
10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

※
右
記
方
部
以
外
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
の

　

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
出
張
相
談
の
予
約
や
電
話
相
談
、
お
問
い

　

合
わ
せ
は
、
県
労
働
委
員
会
事
務
局
ま
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

②
電
話
相
談

　

平
成
23
年
10
月
３
日（
月
）～
10
月
７
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

職
場
の
労
使
困
り
ご
と
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

場

場

場場

℡

℡

日日日日

問日
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□■□ 南会津子育て支援事業 □■□

～ファミリーサポート事業～

ファミリーサポート事業とは？

◆ファミリーサポート事業は、乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者 
　や主婦などを会員として、児童の預かり等の援助を受けることを希望する方と当
　該援助を行うことを希望する方との相互援助活動により子育てを支援するもので
　す。南会津町では、「南会津子育て応援隊」と「びわのかげ子育て支援センター」
　が連携してこの事業を行っています。

登録

支援依頼
援助依頼 情報提供

提供会員の紹介

応援隊への登録

報酬支払

支援

びわのかげ子育て支援センター

南会津子育て応援隊

南会津子育て応援隊 南会津子育て応援隊報酬基準

利用会員

ＴＥＬ　０２４１－６２－９７０２

ＦＡＸ　０２４１－６２－９７０３

メール  
　seibu.kosodate.plaza@gmail.com

■子供の預かり・送迎等
　提供会員・両方会員

◆保険に加入しているので安心

◆講習会を受けた会員さん宅又は　
　センター内でサポートします。

（町登録ボランティア）

◆子供の預かりなどをお願いしたい

◆保育施設への送迎などをお願い

　したい
　　　　　　　　　　　　など

　（満 3か月から小学校 6年生までの

   子どもを持つ方）

基本時間（7：00～19：00） 報酬額（1時間当たり）
平日 ５００円

土・日、祝日、年末年始 ６００円

注）子どもの預かりに関しては、活動できる提供会員さんがいない場合は、お断りすることもあります。
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10月に町内で行われる献血は右
記のとおりです。患者さんにと
ってより安全性の高い400ｍＬ
献血にご協力をお願いします。
　

　日本の結核罹患率は欧米先進国に比べまだま
だ高く、県内でも平成22年に247名の方が新た
に結核を発症しています。
　結核を知ることが予防への第一歩。早期発見・
早期治療は本人の重症化を防ぐだけではなく、
大切な家族や職場等への感染の拡大を防ぐため
にも重要です。

　長引く咳(2週間以上)や微熱、タンが出る、胸
が痛い、体のだるさが長く続くなどの症状があ
る方はすぐに病院で受診してください。
　高齢者は、咳やタンなど目立った症状が現れ
にくいので、65歳以上の方は、年に１回は胸部
レントゲン検査を受けるようにしましょう。

　主に結核菌によって、肺に炎症を起こす病気
です。結核を発病し、重症化している人の咳や
くしゃみのしぶきには、結核菌が含まれていま
す。このしぶきの水分が蒸発し、結核菌だけが
空気中にただよい、周りの人が直接吸い込むこ
とによってうつります。

　ＢＣＧは結核に対する免疫をつけて、乳児の
重症化を予防するものです。生後３～６か月に
必ずＢＣＧ接種を受けましょう。

　結核は、6か月間毎日きちんと薬を飲めば治
ります。しかし、治療の途中で服薬をやめてし
まうと、菌は薬への耐性を増し、時に薬がまっ
たく効かない多剤耐性菌になることがあります。

　８月17日、役場前で、田島
ライオンズクラブの協賛によ
り移動献血が行われ、多くの
方々から温かいご支援とご協
力をいただきました。
　また、献血された方には、
田島ライオンズクラブより記
念品が贈られました。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ９月２２日 木
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター
（御蔵入交流館内）

平成22年8月～9月生まれ

  ９月２９日 木
６～８か月児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45 平成23年2月～3月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

９・10 月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　９月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 3 年 5 月 生 ま れ

１０月　５日 水 3歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年3月～4月生まれ

１０月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 3 年 6 月 生 ま れ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

９･10月の日曜当番医
 ９月１８日 小野木クリニック� TEL 0241-76-7780

　　  ２５日 愛輝診療所� TEL 0241-78-8688

10月　　２日 あべクリニック� TEL 0241-62-8733

　　  　　９日 みなみあいづ眼科� TEL 0241-63-3011

　　  １６日 きむらクリニック� TEL 0241-62-5576

　　  ２３日 佐藤医院(下郷町)� TEL 0241-67-2134

　　  ３０日 高橋医院� TEL 0241-62-0040

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

献血のお願いとお知らせ 

9月24日～ 9月30日は結核予防週間

「結核は昔の病気」と思っていませんか？ 「結核かな？」と思ったらすぐ病院へ！

結核はどんな病気？

生後6か月までにBCG接種を受けましょう

どうやって治すの？

対象 対象地域 実施日 受付時間 会場

Ａ
グループ

田島地域（新町・西町・上町・後原・上中町・
　　　　　大町・中町・本町・東町・横町・

　　　　　宮本・折橋・田部原１・田部原２）

舘岩地域

10月12日（水） 13：00 ～ 14：00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｂ
グループ

田島地域（永田・今生・松下・丹藤・長野・
　　　　　田部・水無・小出原・栗生沢・針生・

　　　　　黒沢・大豆渡・金井沢・福米沢・

　　　　　上塩江・下塩江・高野・中荒井・

　　　　　川島・関本・藤生・古今・糸沢・

　　　　　羽塩・滝原）

11月２日（水） 13：00 ～ 14：00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｃ
グループ

　

伊南地域・南郷地域 10月26日（水） 14：00 ～ 14：30 南郷総合センター

ポリオ予防接種のご案内

　ポリオ予防接種は、春と秋に集団で行う予防接種です。お住まいの地域がどのグループかを

ご確認の上、下記日程で受けてください。

　大事な予防接種です。まだ受けてない子には必ず接種するようにしてください。

10 月 11 日（火）
　・保健福祉事務所  10：00 ～ 11：00
　・田島ホーム　　  11：30 ～ 12：30
　・南会津病院　　  14：00 ～ 16：00

10 月 19 日（水）
　・舘岩会館　　　　 8：30 ～ 10：00
　・湯花里苑　  　　10：30 ～ 12：00
　・アストリアホテル 　14：00 ～ 15：30

10 月 18 日（火）
　・南郷総合センター  10：00 ～ 12：30
　・㈲丸正自動車　   14：00 ～ 14：50
　・南会津高等学校   15：20 ～ 16：30

　※BCG予防接種を受けていないお子さんはBCGを優先して接種してください。
 ・該当する予防接種予診票に必要事項を記入し、母子手帳と一緒に持参してください。
　氏名には必ずフリガナをふってください。
 ・体温は会場で測定します。
 ・予防接種の説明書（配布されている予防接種手帳や予防接種便利帳など）を読んで、
　予防接種についてご理解の上、会場へお越しください。
 ・医療機関を受診している場合には、担当医師に予防接種を受けてもよいかご確認ください。
 ・下痢をしている場合は接種できません。
 ・接種の前に別の予防接種を受けている場合は、接種間隔に注意してください。
 ・できる限りご自分のグループでお受けください。
 ・Ａ，Ｂグループの方で、Ｃグループでの接種を希望される場合はご連絡ください。
　（ワクチンが不足する場合があるため）

ポリオ予防接種の注意事項

ご協力
 よろしく
  お願いします

　快適なおっぱい育児のお手伝いをはじ
め、授乳や育児など助産師が応援します。
　日時は下記のとおりです。参加無料で
すので、お気軽にご参加ください。

ゆきのした相談室からのお知らせ

日時：毎週火曜日　
　　　午後 1 時～ 4 時 30 分

場所：南会津病院　1 病棟

相談スタッフ：南会津病院　助産師

問い合わせ：福島県立南会津病院
　　　　　　TEL  0241-62-7111
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日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

恐竜博物館　　　　　　　　　　真鍋　真　監修

食物連鎖の大研究　　　　　　目黒　伸一　監修

珍獣病院　　　　　　　　　　田向　健一　著

チームみらい　　　　　　　吉野　万理子　作

おばけのチョウちゃん　　　長野　ヒデ子　文・絵

菌類の世界　　　　　　　　　　細矢　剛　著

ヒット商品研究所へようこそ！　

　　　　　　　　　　　こうやま　のりお　著

パンプキン！　　　　　　　令丈　ヒロ子　作

れいぞうこ　　　　　　　　　新井　洋行　作・絵

【一般図書】

希望　　　　　　　　　　　　　乙武　洋匡　著

酒粕レシピ　　　　　　　やまはた　のりこ　著

赤ちゃんのつぶやき　　　　　　大塚　昭二　著

だれでも作れる万華鏡　　　　　照木　公子　著

風を断つ　　　　　　　　　　　　池永　陽　著

ポニーテール　　　　　　　　　　重松　清　著

心に吹く風　　　　　　　　　宇江佐　真理　著

財務省の階段　　　　　　　　　幸田　真音　著

やなりいなり　　　　　　　　　　畠中　恵　著

昔は、よかった？　　　　　　　酒井　順子　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  10 月の休館日

  ９月の休館日

図書館イベント

９,10月のイベント

第４回こどもまつり　“南会津っこ 笑顔がいっぱい”　

■日     時　１０月２日（日）　１０：００～１５：００　

■入 場 料　無料

■内 容　読み聞かせ、木工、折り紙、親子クッキング、親子あそび等（１０：１５～１３：４５）

　　　　　　　 親子ふれあいコンサート（１４：００～１５：００）　

　　　　　　　 （手遊びやダンスで、自然にスキンシップが取れる全員参加型のステージです）

■主 催　南会津町

■問い合わせ　びわのかげ保育所　℡０２４１-６２-９７００

県立田島高等学校創立百周年記念式典
■日     時　１０月８日（土） １３：３０開会（１３：００開場）　

■内 容　・記念式典

　　　　　　　  ・記念講演会およびパネルディスカッション

　　　　　　　　 講師　玉ノ井親方（元大関・栃東）

■主 催　福島県立田島高等学校創立百周年記念事業実行委員会

■問い合わせ　田島高等学校　℡０２４１-６２-００６６

息吹　～南山義民喜四郎伝～　

　３月に予定されていた卒業公演の延期公演を夜の部、新生「チーム息吹」メンバーに

　よる公演を昼の部として、昼夜ダブルキャストの舞台となっております。

■日     時　９月２３日（金）祝日

　　　　　　　 昼の部　１３：３０開演（１３：００開場）

　　　　　　　 夜の部　１８：００開演（１７：３０開場）　　　　　　　　　

■入 場 料　大人　Ｓ席 2,500 円　Ａ席 2,000 円　（当日＋500 円）　

　 （全席指定）   高校生以下　Ｓ席 2,000 円　Ａ席 1,500 円　（当日＋500 円）

■主 催　ダイナミック南会津実行委員会

■問い合わせ　息吹公演事務局　℡０２４１-７８-７０７７

2011 南会津太鼓まつり
　毎年開催され好評を博しております「南会津太鼓まつり」を本年も開催します。

　町内や県内、さらには県外からも多数の団体が出演し、力強い太鼓の音色に乗せ、

　東日本大震災の苦難に負けない元気な福島の姿を全国に発信する舞台です。

■日     時　９月２５日（日）　 １０：００開演（９：３０開場）

■入 場 料　大人　２，０００円　（当日＋５００円）　

　 （全席自由）   中学生以下　１，０００円　（当日券も同額）

　　　　　　　 未就学児無料

■主 催　南会津太鼓まつり実行委員会

■問い合わせ　南会津町商工観光課　℡０２４１-６２-６２００

　　　　　　　 教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町

民から身近な問題やまちづくりに関する提言や意見などをお聞きし、地域の課題解決や町政に反映

させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　９月２１日（水）１９：００～１１：００　南郷総合支所

　９月２２日（木）１４：００～１６：００　舘岩総合支所

　　※来月は、本庁、伊南総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　９月２１日実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７２ー２９００

　９月２２日実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７８ー３３３０

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

《わくわくとしょかんワーク》

　９月のイベントは『おはなし会』です。

　■日　時　　９月１７日（土）午前１１時～　

　■場　所　　図書館内読み聞かせコーナー

　■対象者　　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

　くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522
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まちの文芸

　「地域が学校」 －人がいてこその楽園－

神奈川県川崎市　星　正雄　

　「あんつぁ」。お兄さんたちへ親しみを込めた呼

称である。小学校に上がる前の頃、近所の「あん

つぁ」たちはぞろっといた。当時、「あんつぁ」た

ちは小学校高学年だったんだろう、仲が良く、僕

ら幼い「がきんちょ」共を集めては一緒に遊んだ。

十数人はいた記憶だが、裏山に出掛けては「陣」

を造りチャンバラをした。戦争である。真剣その

ものである。双方の威厳を掛けた戦い。緊張あふ

れる戦いである。

　まとまったスポーツが無かった時代とは言え、

「陣」の攻防を巡り地域のほとんどの少年が集まり

一つ目標を目指して活動するのは、まさに学校で

あった。そこでは、規律もあり、連帯感もあった。

幼い我々には優しく教えてくれた。切られそうに

なると必死に助けてくれた。弱い子に対しては助

けこそすれ、いじめなどは微塵もない。大人に言

われることも無く、自分たちでどしどし遊びを考

え、川に山に遊んだ。大人は子どもにかまってい

る暇はない。しかし、誰かが悪さをしたときには、

何処の親でもその子を叱る。もっとも、悪さもし

なかった。大人たちが優しくも厳しく見守ってい

る中では、子どもたちは悪さをしないのだろう。

　さて、こんなユートピアのような昔の話をした

のには、訳がある。地域が学校のようになるには、

「多くの人がいる」からだと思える。しかし、多く

の人がいるということは、豊かさと無縁ではない。

今にして思うに、「地域が学校」であった時代は、

地域がそこそこ豊かであったに違いない。今でい

うお金持ちという豊かさとは違うように思う。ラ

ジオ一つ取ってみても、蓄音器にしろ、それぞ

れの家を訪れてみると、格差があり、ラジオの性

能まで違うのには子どもながらに驚いた記憶があ

る。微妙な格差を子どもに感じさせない温かさが

何処の家にもあった。

　さて、これからが私の提言である。

　「地域が学校」と感じさせる街づくりである。よ

く活性化と言われるが、そんな形式ばったことは

どうでもいい。とにかく、子どもたちが「おらが

地域は学校だべ」と感じさせる地域にしましょう、

ということだ。

　そのためには、人がいる。・・・急に増えっこね

えべ、と一笑に付されそうだ。幼い時に遊んでく

れた「あんつぁ」がいっぺ、である。後輩だって

沢山いる。「あんつぁ」たちは誰しも「地域の学校」

の感触を体で覚えている。そのぬくもりが沁み付

いている。

　ふるさと南会津会で、

昨年、「あんつぁ」の一人

にお会いした。嬉しかっ

た。一遍にあの頃に戻っ

た。多くの「あんつぁ」

たち、後輩に言いたい。

もう一回我々の手であの

頃の地域をつくっぺ！ 星 正雄さん（本町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

　会津南歌謡同好会は、舘岩歌謡クラブ、舘岩

舞踊会、さゆりカラオケ会の３団体で組織され

ております。

　会員は舘岩、伊南、南郷、只見の４地区から

登録されており、全員で２５名います。

　各地区で大会を開催したり、慰問などのボラ

ンティア活動も行っています。会津南歌謡同好

会の会員だけでなく、私たちの活動に協力して

くれる舞踊会や、つくしんぼ、カトレア会、藤

間流日本舞踊、伊南スポーツ民踊愛好会、みや

び会、花みずき南郷舞踊会の皆さんと共に活動

しています。

　私たちの会がお役に立てる時は、いつでも協力

いたしますので、声をかけてください。また、会

員も随時募集しておりますので、興味のある方

文化団体の紹介⑰

歌と踊りの集いでの１コマ

はご連絡ください。お待ちしています。

◆連絡先　南会津町穴原１５３－１

　　　　　芳賀　實（TEL 0241-78-2614）

会津南歌謡同好会
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四季のスープ（夏）
焼き茄子のスープ

【作り方】
①  夕顔は皮をむき１㎝角に切り、茄子は焼き網
　  で焼いて皮をむき１本を半分に切ります。

②  梅干しは種を除いて包丁で叩き、出し汁とし
　  ょう油で伸ばします。

③  出し汁に夕顔を入れて柔らかく煮て、酒・塩・
　  薄口しょう油で味を調えます。

④  これに茄子を入れて温め、水溶き片栗粉でと
　  ろみをつけます。

⑤  器に盛り付け、梅ペーストと万能葱を添えま
　  す。

【材　料】４人分
茄子 ２本、夕顔 １２０ｇ、出し汁 ８００㏄、
酒 ６０㏄、塩 小さじ１、薄口しょう油 ５㏄、
梅干し ４０ｇ（出し汁 ・しょう油少々）、
片栗粉 大さじ３、水 大さじ３、万能葱小
口切り 適量

《コンセプト》

南会津町の特産物を使った地産地消に沿
った四季のスープ（朝食欠食予防対策の
栄養バランスのとれたスープ）

作成メンバー

ヴィラ猪苗代総料理長山際博美氏、南会津町
食生活改善推進員、町保健師、町保健指導員(栄
養士)

このコーナーでは、南会津ならではのレシピを紹介します

第56回福島県たなばた展　たなばた大賞作品

　福島民報社主催の書写・書道コンクール「第
５６回福島県たなばた展」で、舘岩中２年の橘
愛さん（宮里）と田島中３年の湯田絵美子さん（田
部）が最高賞のたなばた大賞を受賞されました。
　また、昨年に続き、舘岩中学校が最高学校賞、

舘岩小学校が優秀学校賞を受賞しました。
　今年は県内の小・中・高校、養護学校５６５
校から５万５，７２２点の応募がありました。
　たなばた大賞に選ばれた橘さんと湯田さんの
作品を紹介します。

舘岩中２年　橘　愛さん 田島中３年　湯田絵美子さん


